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要旨 

福知山市には、地元の伝統工芸として、大江二俣和紙、夜久野漆（原液、漆器）、福知山藍

染など３種類のものが現存し、これらはともに原材料からの栽培にこだわって行われてい

る点が共通している。ただ、こうした伝統工芸も産業的な収益性確保には課題も多く、他の

地域と同様、後継者不足や認知度低下などの課題を抱えている。今後こうした工芸を産業と

して維持・継承していくためには、１）地域資源としての意義を地域の人々に認知してもら

い支援の基盤を作る、２）製造業としてだけではなく観光資源としてサービス産業も含めた

収益確保に努める、の２点が必要である。そこで前者に関しては、二俣和紙について、地元

の小・中学生と大学生で和紙灯篭を作り多くのイベントで飾ることで地元の認知度を上げ

るプロジェクトを大学で立ち上げた。特に地元の将来を担う若年世代への認知度を上げ郷

土意識の醸成にもつなげていくことを重視した。また後者に関しては伝統工芸の文化的価

値に着目し、外部者にとっての地元福知山の魅力を大きなものとし、交流・観光人口を増や

しこれによって間接的に中心市街地の活性化にもつなげるため、体験型の研修ツアーとい

う形で観光資源として活用することを計画した。実際に都会の人間にどのように興味を持

たれるかについてアンケート調査を行い、企画の実現可能性についても知見を得た。これら

一連の活動によってどのような効果が生まれ、また可能性があるのかについて、現時点での

検証結果について報告する。 

 

感想 

章ごとに簡潔にまとめられていて、非常に読みやすかった。 

本論文を読んで感じたこととしては、廃れ行く伝統工芸を文化として継承し維持していく

ためには、製造産業としての振興だけを目指していても難しいのだろうな、と感じた。ただ

単に、「伝統工芸」を盛り上げようと思い行動するだけでは、人々の心は変わらない。また、

同様に廃れ行く商店街を単に商業の場としてだけ捉えていてもその再生は難しい。そこで、

大事になってくるのが、①伝統工芸の価値を高めること と ②伝統工芸に付加価値を与

えることの２つなのだと感じた。 

実際に伝統文化を維持・継承していくための精神的な啓発活動の重要性（特にその手法の重

要性）と、観光などのサービス産業と結びつけていくことで伝統工芸や商店街の再興を図る

ことの重要性の２点を主張しており、主張の検証には、なお多くの時間的蓄積が必要だ。 


